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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ・データ・パケットをコンバージェンス・プロトコル・パケット（PDCP-PDU）に
適合させるためのコンバージェンス・プロトコル層（PDCP、SNDCP）と、該コンバージェ
ンス・プロトコル・パケットをデータ・ユニット（RLC-PDU）として伝送すると共に、そ
の伝送を肯定応答するためのリンク層（RLC、LLC）とを有する通信プロトコルを備えたパ
ケット交換通信システムにおけるデータ・パケット伝送方法であって、
　　伝送される前記コンバージェンス・プロトコル・パケットのために送信データ・パケ
ット番号を送信側のカウンタによって規定し、
　　伝送される前記コンバージェンス・プロトコル・パケットを伝送のために前記リンク
層に転送し、
　　受信した前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの受信データ・パケット番号
を受信側のカウンタによって規定し、
　　受信した前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの肯定応答を送信側に送るこ
とを含む前記データ・パケット伝送方法において、
　　前記リンク層が前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの伝送を確保できない
ことに対応して、該リンク層で失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの識別
データを受信側に伝送し、
　　前記失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットをカウンタ値において考慮す
るように、前記受信側のカウンタ値を送信側のカウンタ値に一致するように更新する



(2) JP 4376486 B2 2009.12.2

10

20

30

40

50

ことを特徴とするデータ・パケット伝送方法。
【請求項２】
　前記送信側のカウンタを用いて、前記失われたコンバージェンス・プロトコル・パケッ
トの数と次に受信すると思われる前記リンク層のデータ・ユニット・シーケンス番号とを
規定することによって、該リンク層で失われたコンバージェンス・プロトコル・パケット
を前記受信側のために識別することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信側のカウンタを用いて、それぞれの失われたコンバージェンス・プロトコル・
パケットに関連するリンク層シーケンス番号を規定することによって、それぞれの失われ
たコンバージェンス・プロトコル・パケットを前記受信側のために識別することを特徴と
する請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記送信側のカウンタを用いて、前記失われたコンバージェンス・プロトコル・パケッ
トに関連する各リンク層シーケンス番号を識別することを特徴とする請求項３に記載の方
法。
【請求項５】
　受信ウィンドウを移動させるためのコマンド（MRW）を有するリンク層データ・ユニッ
トで、前記リンク層で前記失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの識別デー
タを受信側に伝送することを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記通信システムが、前記の肯定応答される伝送を使用する、UMTSシステムまたはGPRS
システム等のパケット交換移動通信システムであることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　UMTSとGPRS間のハンドオーバに適用されることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　UMTS無線ネットワーク・サブシステム間のハンドオーバに適用されることを特徴とする
請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　端末（MS、UE）と、パケット交換データ伝送をサポートするネットワーク構成要素（SG
SN、SRNC）を有する固定ネットワークとを有し、データ・パケットが前記端末と前記ネッ
トワーク構成要素の間で伝送されるようになっており、ユーザ・データ・パケットをコン
バージェンス・プロトコル・パケット（PDCP-PDU）に適応させるためのコンバージェンス
・プロトコル層（PDCP、SNDCP）と、該コンバージェンス・プロトコル・パケットをデー
タ・ユニット（RLC-PDU）として伝送すると共に、その伝送を肯定応答するためのリンク
層とを有する通信プロトコルを備えた通信システムであるパケット交換通信システムであ
って、
　　それによって前記端末と前記ネットワーク構成要素との間のデータ・パケット伝送に
おいて、
　　伝送される前記コンバージェンス・プロトコル・パケットのために送信データ・パケ
ット番号を送信側のカウンタによって規定し、
　　前記伝送されるコンバージェンス・プロトコル・パケットを伝送のために前記リンク
層に転送し、
　　受信した前記コンバージェンス・プロトコル・パケットのために受信データ・パケッ
ト番号を受信側のカウンタによって規定し、
　　前記受信したコンバージェンス・プロトコル・パケットの肯定応答を前記送信側にす
るようになっている前記パケット交換通信システムにおいて、
　　前記リンク層が前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの伝送を確保できない
ことに対応して、該リンク層で失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの識別
データを前記受信側に伝送し、
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　　前記失われコンバージェンス・プロトコル・パケットをカウンタ値において考慮する
ように、前記受信側のカウンタ値を前記送信側のカウンタ値に一致するように更新するよ
うにさらになっている、
ことを特徴とするパケット交換通信システム。
【請求項１０】
　前記送信側のカウンタを用いて、前記失われたコンバージェンス・プロトコル・パケッ
トの数と次に受信すると思われる前記リンク層のデータ・ユニット・シーケンス番号とを
規定することによって、前記失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットを前記受
信側のために識別するようにさらになっていることを特徴とする請求項９に記載の通信シ
ステム。
【請求項１１】
　前記送信側のカウンタを用いて、それぞれの失われたコンバージェンス・プロトコル・
パケットに関連するリンク層シーケンス番号を規定することによって、それぞれの失われ
たコンバージェンス・プロトコル・パケットを前記受信側のために個別に識別するように
さらになっていることを特徴とする請求項１０に記載の通信システム。
【請求項１２】
　前記送信側のカウンタを用いて、それぞれの失われたコンバージェンス・プロトコル・
パケットに関連する前記リンク層シーケンス番号を個別に識別するようにさらになってい
ることを特徴とする請求項１１に記載の通信システム。
【請求項１３】
　受信ウィンドウを移動させるためのコマンド（MRW）を有するリンク層データ・ユニッ
トで、前記失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの識別データを前記受信側
に前記リンク層で伝送するようにさらになっていることを特徴とする請求項９～１２のい
ずれか一項に記載の通信システム。
【請求項１４】
　前記通信システムが、パケット交換通信プロトコルを使用する、UMTSシステムまたはGP
RSシステム等の移動通信システムであることを特徴とする請求項９に記載の通信システム
。
【請求項１５】
　UMTSとGPRS間のハンドオーバにおいて、前記失われたコンバージェンス・プロトコル・
パケットの識別データによって、前記受信側のカウンタ値を更新するようにさらになって
いることを特徴とする請求項１４に記載の通信システム。
【請求項１６】
　UMTS無線ネットワーク・サブシステム間のハンドオーバにおいて、前記失われたコンバ
ージェンス・プロトコル・パケットの識別データによって前記受信側のカウンタ値を更新
するようにさらになっていることを特徴とする請求項１４に記載の通信システム。
【請求項１７】
　パケット交換データ伝送をサポートするネットワーク構成要素にデータ・パケットを伝
送するようになっている、パケット交換通信システム用の端末であって、
　前記端末と前記ネットワーク構成要素の間で伝送されるコンバージェンス・プロトコル
・パケットの送信データ・パケット番号を規定するカウンタ手段と、
　前記伝送されるコンバージェンス・プロトコル・パケットを伝送のためにリンク層に転
送する手段と、
　受信した前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの肯定応答を前記ネットワーク
構成要素から受信する手段と、
　前記リンク層が前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの伝送を、劣悪な伝送条
件により確保できないことに対応して、該リンク層で失われたコンバージェンス・プロト
コル・パケットの識別データを前記ネットワーク構成要素に送信する手段と、
を備える端末。
【請求項１８】
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　前記失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの数と次に受信すると思われる
前記リンク層のデータ・ユニット・シーケンス番号とを規定することにより、該リンク層
で失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットを前記ネットワーク構成要素のため
に識別する手段をさらに備える請求項１７に記載の端末。
【請求項１９】
　それぞれの失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットに関連するリンク層シー
ケンス番号を規定することにより、それぞれの失われたコンバージェンス・プロトコル・
パケットを前記ネットワーク構成要素のために個別に識別する手段をさらに備える請求項
１８に記載の端末。
【請求項２０】
　それぞれの失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットに関連する前記リンク層
のシーケンス番号を個別に識別する手段をさらに備える請求項１９に記載の端末。
【請求項２１】
　受信窓を移動させるためのコマンドを有するリンク層データ・ユニットで、前記リンク
層で失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの識別データを前記ネットワーク
構成要素に送信する手段をさらに備える請求項１７に記載の端末。
【請求項２２】
　パケット交換データ伝送をサポートするネットワーク構成要素からデータ・パケットを
受信するように構成されている、パケット交換通信システム用の端末であって、
　データ・ユニットを受信してさらに該データ・ユニットを、ユーザ・データ・パケット
にするために、コンバージェンス・プロトコル層にコンバージェンス・プロトコル・パケ
ットとして供給するリンク層と、
　受信した前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの受信データ・パケット番号を
規定するカウンタ手段と、
　受信した前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの肯定応答を行う手段と、
　前記リンク層が前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの伝送を確保できないこ
とに対応して、該リンク層で失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの識別デ
ータを前記ネットワーク構成要素から受信する手段と、
　前記失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの数をカウンタ値において考慮
することにより、受信側のカウンタ値を前記ネットワーク構成要素の送信側のカウンタ値
に一致するように更新する手段と、
　を備える端末。
【請求項２３】
　前記通信システムが、ＵＭＴＳあるいはＧＰＲＳシステムなどの、パケット交換通信プ
ロトコルを使用する移動通信システムであって、前記端末が、
　ＵＭＴＳとＧＰＲＳとの間のハンドオーバにおいて、前記失われたコンバージェンス・
プロトコル・パケットの識別データによって、前記受信側のカウンタ値を更新する手段を
さらに備える請求項２２に記載の端末。
【請求項２４】
　前記通信システムが、ＵＭＴＳあるいはＧＰＲＳシステムなどの、パケット交換通信プ
ロトコルを使用する移動通信システムであって、前記端末が、
　ＵＭＴＳ無線ネットワーク・サブシステム間のハンドオーバにおいて、前記失われたコ
ンバージェンス・プロトコル・パケットの識別データによって、前記受信側のカウンタ値
を更新する手段をさらに備える請求項２２に記載の端末。
【請求項２５】
　パケット交換データ伝送をサポートする端末に、データ・パケットを伝送するようにな
っているパケット交換通信システム用のネットワーク構成要素であって、
　前記ネットワーク構成要素と前記端末との間で伝送されるコンバージェンス・プロトコ
ル・パケットの送信データ・パケット番号を規定するカウンタ手段と、
　前記伝送されるコンバージェンス・プロトコル・パケットを伝送のためにリンク層に転
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送する手段と、
　受信した前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの肯定応答を前記端末から受信
する手段と、
　前記リンク層が前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの伝送を、劣悪な伝送条
件により確保できないことに対応して、該リンク層で失われたコンバージェンス・プロト
コル・パケットの識別データを前記端末に送信する手段と、
を備えるネットワーク構成要素。
【請求項２６】
　前記失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの数と次に受信すると思われる
前記リンク層のデータ・ユニット・シーケンス番号とを規定することにより、該リンク層
で失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットを前記端末のために識別する手段を
さらに備える請求項２５に記載のネットワーク構成要素。
【請求項２７】
　それぞれの失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットに関連するリンク層シー
ケンス番号を規定することにより、それぞれの失われたコンバージェンス・プロトコル・
パケットを前記端末のために個別に識別する手段をさらに備える請求項２６に記載のネッ
トワーク構成要素。
【請求項２８】
　それぞれの失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットに関連する前記リンク層
のシーケンス番号を個別に識別する手段をさらに備える請求項２７に記載のネットワーク
構成要素。
【請求項２９】
　受信窓を移動させるためのコマンドを有するリンク層データ・ユニットで、前記リンク
層で失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの識別データを前記端末に伝送す
る手段をさらに備える請求項２５に記載のネットワーク構成要素。
【請求項３０】
　パケット交換データ伝送をサポートする端末からデータ・パケットを受信するようにな
っているパケット交換通信システム用のネットワーク構成要素であって、
　データ・ユニットを受信してさらに該データ・ユニットを、ユーザ・データ・パケット
にするために、コンバージェンス・プロトコル層にコンバージェンス・プロトコル・パケ
ットとして供給するリンク層と、
　受信した前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの受信データ・パケット番号を
規定するカウンタ手段と、
　受信した前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの肯定応答を行う手段と、
　前記リンク層が前記コンバージェンス・プロトコル・パケットの伝送を確保できないこ
とに対応して、該リンク層で失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの識別デ
ータを前記端末から受信する手段と、
　前記失われたコンバージェンス・プロトコル・パケットの数をカウンタ値において考慮
することにより、受信側のカウンタ値を前記端末の送信側のカウンタ値に一致するように
更新する手段と、
を備えるネットワーク構成要素。
【請求項３１】
　前記通信システムが、ＵＭＴＳあるいはＧＰＲＳシステムなどの、パケット交換通信プ
ロトコルを使用する移動通信システムであって、前記ネットワーク構成要素が、
　ＵＭＴＳとＧＰＲＳとの間のハンドオーバにおいて、前記失われたコンバージェンス・
プロトコル・パケットの識別データによって、前記受信側のカウンタ値を更新する手段を
さらに備える請求項３０に記載のネットワーク構成要素。
【請求項３２】
　前記通信システムが、ＵＭＴＳあるいはＧＰＲＳシステムなどの、パケット交換通信プ
ロトコルを使用する移動通信システムであって、前記ネットワーク構成要素が、
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　ＵＭＴＳ無線ネットワーク・サブシステム間のハンドオーバにおいて、前記失われたコ
ンバージェンス・プロトコル・パケットの識別データによって、前記受信側のカウンタ値
を更新する手段をさらに備える請求項３０に記載のネットワーク構成要素。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の背景）
本発明は、パケット交換データ伝送に関し、より正確には、肯定応答される伝送に関して
特に行われるデータ・パケット番号付加方式の最適化に関する。
【０００２】
少なくともUMTS（ユニバーサル移動通信システム）とIMT-2000（国際移動電話システム）
の用語が使われる、いわゆる第3世代の移動通信システムの開発において、一つの出発点
は、GSMシステム（移動通信のためのグローバル・システム）等の第2世代の移動通信シス
テムとできるだけ互換性があることであった。例えば、UMTSのコア・ネットワークはGSM
のコア・ネットワークに基いて実現されるよう設計されているので、既存ネットワークを
できるだけ効率よく使用することができる。もう一つの目的は、第3世代の移動局がUMTS
とGSM間のハンドオーバを利用できるようにすることである。このことは、パケット交換
データ伝送、特にUMTSと、GSMにおいて使用されるよう設計されたGPRS（一般パケット無
線サービス）との間のパケット交換データ伝送にも適用される。
【０００３】
パケット交換データ伝送においては、信頼性の高い、すなわち肯定応答のある伝送、また
は、信頼性の低い、すなわち肯定応答のない伝送のいずれかを用いることができる。信頼
性の高い伝送においては、受信側は受信したデータ・パケットPDU（プロトコル・データ
・ユニット）の肯定応答を送信側に送り、送信側は失われたか欠陥のあったパケットを新
たに送信することができる。GPRSシステムにおいては、SGSN（在圏GPRSサポート・ノード
）間のハンドオーバのデータ伝送の信頼性は、データ・パケットに関連づけられた８ビッ
トのN-PDU（ネットワークPDU）番号によって確保される。この番号は、受信側に送信され
たデータ・パケットをチェックするのに役立つ。現行仕様のUMTSシステムにおいては、パ
ケット交換データ伝送における在圏ノード間の対応するハンドオーバの信頼性は、パケッ
ト・データ・プロトコルのRLC（無線リンク制御）層の12ビットのRLCシーケンス番号によ
ってチェックされる。
【０００４】
GPRSとUMTS間のハンドオーバにおいては、GPRSがハンドオーバの信頼性に対して責任があ
るので、この信頼性はGPRSのN-PDU番号によってチェックされるようになっている。このN
-PDU番号に基いて、UMTSにおいて使用される識別番号がハンドオーバ処理において生成さ
れる。UMTSからGPRSへのハンドオーバにおいては、UMTSがそのハンドオーバに対して責任
があり、信頼性チェックはUMTSに含まれたデータ・パケットの識別データに基いている。
このため、UMTSシステムは、8ビットのデータ・パケット番号を持つよう計画されている
。この8ビットのデータ・パケット番号は、UMTSパケット・データ・プロトコルに属する
コンバージェンス・プロトコル層PDCP（パケット・データコンバージェンス・プロトコル
）のデータ・パケットに追加バイトとして組み合わされる。従って、このPDCP-PDU番号は
GPRSのN-PDU番号に論理的に対応するデータ・パケット番号を形成し、この番号に基いて
、全てのデータ・パケットが確実に転送されたかどうかがハンドオーバ中にチェックされ
る。8ビットのPDCP-PDU番号は、12ビットのRLCシーケンス番号から最上位の4ビットを取
り除くことによって形成することも可能である。対応するPDCP-PDU番号付け、すなわちN-
PDU番号付けは、UMTS無線ネットワーク・サブシステム間のハンドオーバ（いわゆるSRNS
再配置）においても使用可能である。データ・パケットPDUをバッファに格納して、接続
の責任が、もう一つのシステムの在圏ノードSGSNに移されるまで、あるいは、UMTS内ハン
ドオーバにおいては、新しい在圏無線ネットワーク・サブシステムSRSNに移されるまで待
つ。そして、送信したデータ・パケットを、受信されたデータ・パケットの肯定応答を受
信側から得るたび毎に、バッファから削除することができる。
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【０００５】
上記構成における問題は、PDCP-PDU番号の追加バイトをコンバージェンス・プロトコル層
PDCPの各データ・パケットのヘッダ領域と関連させることにある。このことは、追加バイ
トが各データ・パケットで伝送されるので、データ伝送における負荷を増やすことになる
。しかしながら、UMTSパケット・データ・サービスは、通常のデータ伝送においては、い
かなる目的のためにもPDCP-PDU番号を使用せず、それはUMTSとGPRS間のハンドオーバと、
UMTS内ハンドオーバにおいてのみ使用される。
【０００６】
上記構成におけるもう一つの問題は、RLCシーケンス番号からPDCP-PDU番号を生成するこ
とにある。RLCシーケンス番号は、RLC層のデータ・ユニットRLC-PDUに対して連続的に規
定される。システムにおける遅れによって、バッファは多くのデータ・ユニットRLC-PDU
を含むことが有り得る。RLCシーケンス番号が、8ビットによって表すことができる最大１
０進数である２５５を越えた場合、二つ以上のデータ・パケットが同じPDCP-PDU番号を受
け取ることが有り得る。なぜなら、最上位の４ビットが１２ビットのRLCシーケンス番号
から除去されるためである。従って、受信側はもはや、受信したデータ・パケットのPDCP
-PDU番号に基いて肯定応答すべきデータ・パケットを明確に決定することができず、ハン
ドオーバの信頼性をそれ以上チェックすることができない。
【０００７】
PDCP層におけるパケット・データ伝送の可能な多重化にも問題がある。なぜなら、PDCP層
より下のRLC層がいくつかの接続から同時にデータ・パケットを受け取るからである。ハ
ンドオーバの信頼性はベアラ接続に基いて確保されるので、多くの同時接続のためにRLC
シーケンス番号を規定することは非常に困難であり、ハンドオーバの信頼性に関して不安
がある。
（発明の概要）
そこで、本発明の目的は、上記問題を回避するための改善された方法とその方法を実施す
る装置を提供することにある。本発明の目的は、独立請求項の中で述べられたことを特徴
とする方法とシステムによって達成される。本発明の好ましい実施例は従属請求項の中で
開示されている。
【０００８】
本発明は、カウンタによって維持される「仮想の」データ・パケット番号付けを、PDCP層
でのデータ・パケット番号付けのために用いるというアイデアに基いている。送信PDCPと
受信PDCPの両方が、転送されたデータ・パケットをカウンタによって監視し、受信PDCPが
、受信したデータ・パケットの肯定応答を、好ましくは、通常の肯定応答されるデータ伝
送と等しい方法で、カウンタ読み取りによって行い、それによって、データ・パケット番
号をデータ・パケットと共に伝送する必要が全くない。
【０００９】
劣悪な伝送条件における、特に、UMTSとGPRS間のハンドオーバと、信頼性の高いデータ伝
送を保証することのできないUMTS内ハンドオーバとにおける、上記「仮想の」データ・パ
ケット番号付けの使用によって、データ・パケットが伝送中に消え、更に、現在のデータ
・パケットを廃棄する機構が受信側にどれだけのデータ・パケットが一度に廃棄されたか
ということを知らせないといった別の問題が生じる。従って、受信側が、廃棄されたデー
タ・パケットの数を知らないために、送信側と受信側のデータ・パケット・カウンタが互
に同期せず、それらを同期させることもできない。
【００１０】
このもう一つの問題は、受信側がそのデータ・パケット・カウンタの値を、送信側のデー
タ・パケット・カウンタの値と一致するように同期させることができるように、受信側に
、廃棄されたデータ・パケットを示すことによって、解決される。
【００１１】
本発明の方法とシステムは、最適の伝送状態において、信頼性の高いデータ伝送を、デー
タ・パケット番号を全く伝送する必要なく保証でき、このことをハンドオーバ状態におい
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ても行うことができるという利点がある。非最適状態においても、例えいくつかのデータ
・パケットが伝送から消えたとしても、データ・パケットの伝送と肯定応答を続けること
ができる。もう一つの利点は、失ったデータ・パケットを明確に決定できることである。
更なる利点は、本発明のデータ・パケット番号付けを、UMTSとGPRS間のハンドオーバにも
利用できることである。またさらに、本発明は、UMTS無線ネットワーク・サブシステム間
のハンドオーバ（SRNS再配置）に使用することもできる。以下、本発明を、好ましい実施
例に関連して、以下の添付図面を参照して更に詳しく説明する。
（発明の詳細な説明）
以下、本発明を、UMTSシステムとGPRSシステムとに従うパケット無線サービスに関して、
例示によって説明する。しかしながら、本発明は、これらのシステムだけに限定されるも
のではなく、後述する方法でデータ・パケットの肯定応答を要求する全てのパケット交換
データ伝送方法に適用可能である。本発明は特に、UMTSとGPRS間の信頼性の高いハンドオ
ーバと、UMTS無線ネットワーク・サブシステム間のハンドオーバ（SRNS再配置）に適用で
きる。従って、この記述に用いられる用語である受信PDCPは、前述の場合において、対応
するGPRS機能SNDCPと置き換えることができる。
【００１２】
図1は、GPRSシステムがGSMシステムに基いてどのように構築されるかを示している。GSM
システムは、無線路を介して無線基地局BTSと通信する移動局MSを備えている。基地局制
御局BSCは、基地局制御局BSCによって制御される無線周波数とチャンネルを使用するいく
つかの無線基地局BTSと接続されている。基地局制御局BSCは、接続の確立と正しいアドレ
スへの呼の経路選択を担う移動交換局MSCと、Aインターフェースを介して接続される。移
動加入者についての情報を有する二つのデータベースが支援のために用いられる。一つは
、移動通信ネットワークの全ての加入者についての情報と、それらの加入者が加入してい
るサービスについての情報とを有するホーム・ロケーション・レジスタHLRであり、もう
一つは、ある移動交換局MSCの領域を訪れる移動局についての情報を有するビジター・ロ
ケーション・レジスタVLRである。移動交換局MSCは、ゲートウェイ移動交換局GMSCを介し
て他の移動交換局と接続していると共に、固定電話網（公衆交換電話網）PSTNと接続して
いる。GSMシステムの正確な説明は、「ETSI／GSM仕様書」とフランスPalaiseauのM.Mouly
氏とM.Pautet氏による「移動通信のためのGSMシステム（The GSM system for Mobile Com
munications）」（19992年ISBN:2-957190-07-7）に見ることができる。
【００１３】
GSMネットワークに接続されたGPRSシステムは、二つの殆ど独立した機能、すなわち、ゲ
ートウェイGPRSノードGGSNと、在圏GPRSノードSGSNを有している。GPRSネットワークは、
いくつかのゲートウェイ・ノードと在圏ノードを有することができ、典型的にはいくつか
の在圏ノードSGSNが一つのゲートウェイ・ノードGGSNに接続される。両方のノードSGSNと
GGSNとも、移動局の移動性をサポートし、移動通信システムを制御し、移動局の位置と使
用されるプロトコルとに拘わらずデータ・パケットを移動局に経路選択する、ルータとし
て機能する。在圏ノードSGSNは、移動通信ネットワークを介して、移動局MSと通信する。
移動通信ネットワークへの接続（Gbインターフェース）は、典型的には、無線基地局BTS
か基地局制御局BSCのいずれかを介して確立される。在圏ノードSGSNの機能は、GPRS接続
ができるそのサービス領域内の移動局を検出し、データ・パケットをこれらの移動局に送
信すると共にこれらの移動局から受信し、そのサービス領域内の移動局の位置を監視する
ことである。更に、在圏ノードSGSNは、信号インターフェースGsを介して移動交換局MSC
とビジター・ロケーション・レジスタVLRと通信し、Grインターフェースを介してホーム
・ロケーション・レジスタHLRと通信する。ホーム・ロケーション・レジスタHLRには、加
入者専用のパケット・データ・プロトコルの内容を含むGPRSレコードも格納されている。
【００１４】
ゲートウェイ・ノードGGSNは、GPRSネットワークと外部データ・ネットワークPDN（パケ
ット・データ・ネットワーク）との間のゲートウェイとして機能する。外部データ・ネッ
トワークは、もう一つのネットワーク・オペレータのGPRSネットワーク、インターネット
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、X.25ネットワーク、または私設ローカル・エリア・ネットワークである。ゲートウェイ
・ノードGGSNは、Giインターフェースを介してこれらのデータ・ネットワークと通信する
。ゲートウェイ・ノードGGSNと在圏ノードSGSN間で転送されるデータ・パケットは、GPRS
標準に従って常にカプセル化される。ゲートウェイ・ノードGGSNはまた、PDP（パケット
・データ・プロトコル）アドレスと経路選択データすなわちGPRS移動局のSGSNアドレスを
含んでいる。経路選択データは、外部データ・ネットワークと在圏ノードSGSN間のデータ
・パケットをリンクするために用いられる。ゲートウェイ・ノードGGSNと在圏ノードSGSN
間のGPRSバックボーン・ネットワークは、IPプロトコル、好ましくはIPv6（インターネッ
ト・プロトコル第６版）を使用するネットワークである。
【００１５】
パケット交換データ伝送においては、コンテキストという用語が、一般に、通信ネットワ
ークによって提供される端末とネットワーク・アドレス間の接続のために用いられる。こ
の用語は、目標アドレス間の論理リンクと呼ばれ、この論理リンクを介してデータ・パケ
ットが目標アドレス間で伝送される。この論理リンクは、たとえパケットが伝送されなく
ても存在し、従って、この論理リンクによって、システム容量上、他の接続ができなくな
ることはない。従って、コンテキストは例えば回線交換接続とは異なる。
【００１６】
図2は、第３世代のUMTSネットワークが、更に開発されたGSMコア・ネットワークに関連し
て、どのようにして構築できるのかを、簡単に示した図である。このコア・ネットワーク
において、移動交換局／ビジター・ロケーション・レジスタ3G-MSC/VLRは、ホーム・ロケ
ーション・レジスタHLRと通信し、好ましくは、インテリジェント・ネットワークのサー
ビス制御ポイントSCPとも通信する。在圏ノード3G-SGSNへの接続は、Gs’インターフェー
スを介して確立され、固定電話網PSTN/ISDNへの接続は、GSMについて前述されたように確
立される。在圏ノード3G-SGSNから外部データ・ネットワークPDNへの接続は、GPRSシステ
ムにおける方法と全く同じ方法で確立される、すなわち、外部データ・ネットワークPDN
に接続されたゲートウェイ・ノード3G-GGSNにGnインターフェースを介して接続される。
移動交換局3G-MSC/VLRと在圏ノード3G-SGSNの無線ネットワークUTRAN（UMTS地上波無線ア
クセスネットワーク）への接続は、luインターフェースを介して確立される。このluイン
ターフェースは、GSM/GPRSシステムと比べて、AインターフェースとGbインターフェース
の機能を結合したものである。それに加えて、全く新しい機能をluインターフェースのた
めに作ることもできる。無線ネットワークUTRANは、無線ネットワーク制御局RNCとその無
線ネットワーク制御局と接続されて、ノードBという用語も使われる基地局BSとから成る
いくつかの無線ネットワーク・サブシステムRNSで構成されている。基地局は、ユーザ機
器UE、典型的には移動局MSと無線接続されている。
【００１７】
図3aと図3bは、それぞれGPRSのプロトコル・スタックとUMTSのプロトコル・スタックを示
している。これらのプロトコル・スタックの仕様は、これらのシステムにおけるユーザ・
データ伝送のために使用される。図3aは、移動局MSとゲートウェイ・ノードGGSNとの間の
ユーザ・データ伝送のためにGPRSシステムの中で用いられるプロトコル・スタックを示し
ている。無線インターフェースUmを介しての、移動局MSとGSMネットワークの基地局シス
テムとの間のデータ伝送は、従来のGSMプロトコルに従って行われる。基地局システムBSS
と在圏ノードSGSN間のGbインターフェースでは、最下位プロトコル層が開かれたままであ
り、ATMプロトコルまたはフレーム・リレー・プロトコルが第2層において使用される。第
２層の上のBSSGP層（基地局システムGPRSプロトコル）は、伝送されるデータ・パケット
に、経路選択と品質サービスとに関する仕様、ならびに、データ・パケットの肯定応答と
Gbインターフェースの管理とに関するシグナリングを関連づける。
【００１８】
移動局MSと在圏ノードSGSNの間の直接通信は、二つのプロトコル層、すなわち、SNDCP（
サブ・ネットワーク従属コンバージェンス・プロトコル）層とLLC（論理リンク制御）層
で規定される。SNDCP層において伝送されるユーザ・データは、一つまたはそれ以上のSND
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Cデータ・ユニットに分割され、それによって、ユーザ・データと、それに関するTCP/IP
ヘッダ領域またはUDP/IPヘッダ領域とをオプションとして圧縮することができる。SNDCデ
ータ・ユニットは、データ伝送に不可欠なアドレスとチェック情報とに関するLLCフレー
ムで伝送され、このLLCフレームでSNDCデータ・ユニットを暗号化することができる。LLC
層の機能は、移動局MSと在圏ノードSGSN間のデータ伝送接続を維持することと、損傷した
フレームを再送することである。在圏ノードSGSNは、移動局MSから来たデータ・パケット
を正しいゲートウェイ・ノードGGSNに更に経路選択する役を担っている。トンネリング・
プロトコル（GTP、GPRSトンネリング・プロトコル）は、GPRSコア・ネットワークを介し
て伝送される全てのユーザ・データとシグナリングをカプセル化し、トンネリングして、
この接続で用いられる。GTPプロトコルはGPRSコア・ネットワークによって用いられるIP
より上位で実行される。
【００１９】
UMTSパケット交換ユーザ・データ伝送において用いられる図3bのプロトコル・スタックは
、GPRSのプロトコル・スタックと大変類似しているが、いくつかの重要な相違点がある。
図3bから分かるように、UMTSにおいては、在圏ノード3G-SGSNは最早、どのプロトコル層
においても、移動局MSなどのユーザ機器UEとの直接接続を確立せず、全てのデータは無線
ネットワークUTRANを介して伝送される。在圏ノード3G-SGSNは主として、データ・パケッ
トをGTPプロトコルに従って無線ネットワークUTRANに伝送するルータとして機能する。無
線ネットワークUTRANとユーザ機器UE間のUuインターフェースにおいては、物理層におけ
る低レベルデータ伝送が、WCDMAまたはTD-CDMAプロトコルに従って実施される。物理層の
上位にあるRLC層とMAC層の機能は、GSMの対応する層の機能と大変類似しているが、LLC層
の機能はUMTSのRLC層に委譲されているといったやり方である。GPRSシステムに関しては
、これらの上位にあるPDCP層は、主としてSNDCP層の代わりをしており、このPDCP層の機
能はSNDCP層の機能と大変類似している。
【００２０】
図4のシグナリング図は、UMTSからGPRSへの従来のハンドオーバを示す。この種のハンド
オーバは、パケット・データ伝送中に、UMTSセルから異なる在圏ノードSGSNを使用するGS
M/GPRSセルへ移動局MSが移動するときに起こる。移動局MS及び／又は無線ネットワークBS
S/UTRANは、ハンドオーバを実施することを決定する（ステップ４００）。移動局は、経
路選択領域更新要求（RA更新要求、４０２）を新在圏ノード2G-SGSNに送る。この在圏ノ
ード2G-SGSNは、移動局の移動管理とPDPコンテキストとを規定する在圏ノード・コンテキ
スト要求を、旧在圏ノード3G-SGSNに送信する（SGSNコンテキスト要求、４０４）。在圏
ノード3G-SGSNは、パケット・データ接続を担った無線ネットワーク・サブシステムSRNS
（在圏RNS）に、SRNSコンテキスト要求（４０６）を送る。これに応答して、SRNSは、移
動局MSにデータ・パケットを送ることを停止し、送信するデータ・パケットをバッファに
格納し、在圏ノード3G-SGSNに応答（SRNSコンテキスト応答、４０８）を送信する。これ
に関連して、無線ネットワーク・サブシステムSRNSが、バッファに格納されるデータ・パ
ケットのために、8ビットのPDCP-PDU番号またはN-PDU番号を決定する。在圏ノード3G-SGS
Nは、移動局MSの移動管理とPDPコンテキストとについての情報を受け取ると、それを在圏
ノード2G-SGSNに知らせる（SGSNコンテキスト応答、４１０）。
【００２１】
必要ならば、在圏ノード2G-SGSNは、ホーム・ロケーション・レジスタHLRから移動局を認
証することができる（セキュリティ機能、４１２）。新在圏ノード2G-SGSNは、旧在圏ノ
ード3G-SGSNに、起動されたPDPコンテキストのデータ・パケットを受け取る準備ができて
いることを知らせる（SGSNコンテキストAck、４１４）。これに応答して、在圏ノード3G-
SGSNは、無線ネットワーク・サブシステムSRNSに対して、バッファの中のデータ・パケッ
トを在圏ノード3G-SGSNに転送（パケット転送、４１６b）するよう要求し（SRNSコンテキ
ストAck、４１６a）、それらを在圏ノード2G-SGSNに転送する（パケット転送、４１８）
。在圏ノード2G-SGSNとゲートウェイ・ノードGGSNは、GPRSシステムに従ってPDPコンテキ
ストを更新する（PDPコンテキスト更新要求／応答、４２０）。このあと、在圏ノード2G-
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SGSNが、ホーム・ロケーション・レジスタHLRに、新しい動作ノードを知らせ（GPRSロケ
ーション更新、４２２）、旧在圏ノード3G-SGSNと無線ネットワーク・サブシステムSRNS
の間の接続が切断され（４２４a、４２４b、４２４ｃ、４２４ｄ）、必要な加入者データ
が新在圏ノード2G-SGSNに送信され（４２６a、４２６ｂ）、ホーム・ロケーション・レジ
スタHLRが新在圏ノード2G-SGSNについての肯定応答を行う（GPRSロケーション更新Ack、
４２８）。
【００２２】
それから、在圏ノード2G-SGSNは、移動局MSの加入者権利とその領域上の移動局MSのロケ
ーションをチェックし、在圏ノード2G-SGSNと移動局MSの間の論理リンクを生成した後、
移動局MSによって要求された経路選択領域更新要求を受け入れられる（RA更新受け入れ、
４３０）。これに関連して、ハンドオーバ処理を開始する前に移動局MSがUMTSシステムの
無線ネットワーク・サブシステムSRNSに送ったデータ・パケットの成功受信についての情
報を、移動局MSに伝送する。前記データ・パケットは前述のように形成されたPDCP-PDU番
号に基いて識別される。移動局MSは、経路選択領域更新要求を受け取ったことを肯定応答
し（RA更新完了、４３２）、それによって、ハンドオーバ処理が開始される前に在圏ノー
ド3G-SGSNが無線ネットワーク・サブシステムSRNSを介して送信したデータ・パケットを
移動局MSが成功裏に受信したことを知らせる情報が在圏ノード２G-SGSNに伝送される。移
動局MSは8ビットのN-PDU番号によってデータ・パケットを識別する。その後、新在圏ノー
ド2G-SGSNが、基地局システムBSSを介してデータ・パケットの伝送を開始することができ
る（４３４）。
【００２３】
１２ビットRLCシーケンス番号からの8ビットPDCP-PDU番号の形成と、それによって生じる
問題点を以下の表に示す。
【００２４】
【表１】

【００２５】
この表は、１２ビット表示の１０進数９４、３５０、６０６、および８６２が、上述の方
法によって、どのようにして８ビット表示に変換されるかを例示によって示したものであ
る。最小桁８ビットだけが変換において考慮されるので、前記番号全てが、同じ８ビット
のバイナリ表示となる。従って、バッファが、殆ど９００に近いデータ・ユニットRLC-PD
Uを含む場合、上に述べたRLCシーケンス番号を有するデータ・ユニットは８ビットで同じ
ように表示される。受信者が、成功裏に受信したデータ・パケットについての肯定応答を
送信側にしたとき、送信側は、どのデータ・パケットをバッファから除去することができ
るかを、肯定応答された８ビット番号に基いて明確に決定することができない。
【００２６】
図5は、肯定応答される伝送がPDCPデータ伝送において用いられるときに、データ伝送が
どのように肯定応答され、データ・パケットがどのように伝達されるかを示す。PDCPエン
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ティティは、ユーザから、データ・パケットを送信するための要求（PDCP-DATA要求、５
００）を受信し、その要求に関連してデータ・パケットPDCP-SDU（サービス・データ・ユ
ニット）も受信する。このパケットは、ネットワーク層のデータ・パケットであるので、
N-SDUとも呼ばれる。PDCPエンティティは、データ・パケットのヘッダ領域を圧縮し、そ
れにより形成されたデータ・パケットPDCP-PDUと、無線リンクの識別データとを一緒に、
RLC層に送信する（RLC-AM-DATA要求（req）、５０２）。RLC層は、データ・パケットPDCP
-PDUの送信（送信、５０４）と、成功した送信の肯定応答（送信ack、５０６）を行う。P
DCPエンティティにおいては、データ・パケットN-SDUをバッファに格納し、データ・パケ
ットが受信者に成功裏に転送されたことを示す肯定応答をRLC層から受信する（RLC-AM-DA
TA確認（conf）、５０８）まで、そのデータ・パケットをバッファから削除しない。受信
PDCPは、送信されたPDCP-PDUをRLC層から受信し（RLC-AM-DATA表示（ind）、５１０）、P
DCPエンティティがデータ・パケットPDCP-PDUを解凍する。このようにして、元のデータ
・パケットN-SDUを復元することができ、復元されたデータを更にユーザに転送すること
ができる（PDCP-DATA表示（ind）、５１２）。
【００２７】
図6は、一つのPDCPエンティティが各ベアラ接続に対して規定されるPDCP層の機能モデル
を示す。既存のシステムにおいては、特定のPDPコンテキストが各ベアラ接続に対して規
定されるので、一つのPDCPエンティティもまた各PDPコンテキストに対して規定され、各P
DCPエンティティに対して、特定のRLCエンティティがRLC層において規定される。GPRSシ
ステムにおいて、N-PDU番号付けがPDPコンテキストに基いて行われるため、同じ原理がUM
TSシステムにおいて使用されるよう提案されてもおり、それによって、PDCP層は、PDCPエ
ンティティに基いて同様にデータ・パケットの番号付けを行う。GPRSとUMTSの両方で同様
の番号付けを用いることによって、システム間のハンドオーバに何の問題も起こってはな
らない。しかしながら、各PDCPデータ・パケットに1バイトを追加することは、特に、こ
の追加バイトが、UMTSとGPRS間のハンドオーバと、UMTSの無線ネットワーク・サブシステ
ム間の内部ハンドオーバにのみ必要とされるために、UMTSの伝送容量を消費することにな
る。
【００２８】
PDCP層は更に、いくつかのPDPコンテキストをPDCP層において多重化するよう機能的に実
行することができ、それによって、PDCP層より下のRLC層において、一つのRLCエンティテ
ィが、いくつかのベアラ接続から同時にデータ・パケットを受信する。従って、PDCPエン
ティティに基いて規定されたデータ・パケット番号がRLC層において混ぜ合わされ、しか
も、いくつかのベアラ接続から到来したデータ・パケットを互に区別することは、特にデ
ータ・パケット番号付けがRLCシーケンス番号付けに基いている場合、困難である。
【００２９】
肯定応答される伝送を用いた信頼性の高いデータ伝送は、データ・パケットがハンドオー
バ処理において失われない無損失ハンドオーバを必要とする。従って、UMTSシステムにお
いて、RLC層はある要求を満たさなければならない。すなわち、RLC層が肯定応答モードに
なければならないことと、RLCがデータ・パケットを失うことなくデータ・パケットを正
しい順に送るか、または、データ・パケットの消失を受信側に少なくとも示すことができ
なければならないことである。これらの条件が満足されると、UMTSからGPRSへの信頼性の
高いハンドオーバを、データ・パケット番号を全く伝送する必要のない本発明の好ましい
実施例に従って、実施することができる。
【００３０】
本発明によれば、PDCP-PDUシーケンス番号が、パケット・データ接続の最初のデータ・パ
ケットに対して決定され、このシーケンス番号に対して、所定の数値、例えば０が、その
接続の送信PDCPと受信PDCP/SNDCPのカウンタに初期値として設定される。本発明は、UMTS
とGPRS間の信頼性の高いハンドオーバと、UMTS無線ネットワーク・サブシステム間のハン
ドオーバ（SRNS再配置）の両方に好ましくは適用できる。従って、この説明の中で用いら
れる受信PDCPという用語は、前者の場合に、GPRSの相当機能SNDCPと置き換えることがで
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きる。
【００３１】
以下、本発明の手順を図7を用いて説明する。送信PDCPが送信側からデータ・パケットPDC
P-SDUを受け取ると（７００）、データ・パケットPDCP-SDUをバッファに格納し、このデ
ータ・パケットをPDCP-PDUシーケンス番号に論理的に関連づける（７０２）。送信PDCPは
、データ・パケットPDCP-PDUとそれに関連づけられたPDCP-PDUシーケンス番号をRLC層に
送信し（７０４）、PDCP-PDUシーケンス番号の値を示すカウンタの値を１だけ増やす（７
０６）。RLC層はまたオプションとして、PDCP-PDUシーケンス番号とデータ・パケットの
最後のRLCシーケンス番号との間の関係を決定し、それをメモリに格納することもできる
（７０８）。RLC層は、送信側と受信側間でデータ・パケットPDCP-PDUを転送する（７１
０）。このデータ・パケットPDCP-PDUは、転送用のデータ・ユニットRLC-PDUに分割され
ると共に、RLCシーケンス番号によって番号付けが行われる。受信PDCPは、RLC層から到来
したデータ・パケットPDCP-PDUを受け取ると（７１２）、PDCP-PDUシーケンス番号の値を
示すカウンタの値を１だけ増やし（７１４）、データ・パケットPDCP-SDUを次の層に送信
する（７１６）。RLC層において、成功裏に受信されたデータ・パケットの肯定応答が送
信側に送られ（７１８）、送信RLCがこの肯定応答を送信PDCPに転送する（７２０）。こ
の肯定応答に応答して、送信PDCPはPDCP-SDUのバッファから当のデータ・パケットを削除
する（７２２）。削除されるべき正しいデータ・パケットPDCP-SDUは、データ・パケット
に論理的に関連づけられたPDCP-PDUシーケンス番号によって好ましくは規定される。
【００３２】
従って、本発明によれば、データ・パケットは、以下のように好ましくは「仮想的に」番
号付けが行われる。すなわち、データ・パケットは個々のデータ・パケット番号と関連づ
けされず、転送されたデータ・パケットをカウンタによって更新し、受信PDCPと送信PDCP
が、カウンタ値に基いてデータ・パケットの成功した転送を確かめる。最適の場合、本発
明によるデータ・パケットの肯定応答は、ハンドオーバ処理においても、上記に述べた通
常のPDCPデータ伝送におけるデータ・パケットの肯定応答と等しくなる。ハンドオーバ処
理それ自身は、例えば図4に示された方法で、従来技術に従って行うことができる。本発
明が、ハンドオーバ処理に関して上記に説明されているけれども、本発明の「仮想の」デ
ータ・パケット番号付けは、受信側と送信側が常に同じであるが、ハンドオーバ処理にお
いて相手方が変わる通常の信頼性の高いデータ伝送にも用いることができることに注目す
べきである。
【００３３】
しかしながら、上記「仮想の」データ・パケット番号付けは、いくつかの妨害状態、例え
ば、ネットワークの負荷が大きいとか、無線伝送路に妨害があるといった状態において、
特に、UMTSとGPRS間のハンドオーバとUMTS内ハンドオーバにおいて、別の問題を生じ、そ
れによって、RLC層はデータが信頼性高く伝送されることを保証することができない。典
型的には、最大値が、再送の回数か、送信RLCが同じデータ・パケットの再送を試みる期
間のいずれかとして、送信RLCに対して規定される。もし最大値を越えると、RLC層はその
ことを受信PDCPに知らせる。送信PDCPは、次の成功したデータ・パケット伝送の間に、バ
ッファから対応するデータ・パケットを削除する。RLCが全ての失われたデータ・パケッ
トをPDCP層に伝えることができるならば、受信PDCPはPDCP-PDUシーケンス番号を正しく更
新することができ、送信PDCPと受信PDCPのシーケンス番号カウンタは同期したままとなる
。しかしながら、上記妨害状態のいくつかにおいては、RLC層が、RLC層上の失われたデー
タ・パケットをPDCP層に伝えることを保証することができず、送信PDCPと受信PDCPのPDCP
-PDUシーケンス番号のカウンタが同期しなくなることが有り得る。
【００３４】
再送の最大時間または回数を超えたことを、送信RLCが検出したときはいつでも、データ
・パケットの廃棄を生じさせる、データ・パケット廃棄機能がRLC層で開始される。デー
タ・パケット廃棄機能はMRW（受信ウィンドウ移動）コマンドと関連づけられる。このMRW
コマンドは、受信RLCに送信され、受信RLCが、受信するデータ・パケットを最早待たない
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ようにこのコマンドにより受信RLCに受信ウィンドウを移動させる。このMRWコマンドにお
いて、受信される次のデータ・パケットであるとみなされるデータ・パケットの最初のRL
Cシーケンス番号が受信RLCに伝えられる。従って、受信RLCはどれだけのデータが実際に
廃棄されたかを知らず、送信側と受信側のデータ・パケット・カウンタは同期することが
できない。
【００３５】
図8は従来技術のMRWコマンドを示す。このMRWコマンドは、いわゆる状態PDU形式のデータ
・ユニット、すなわち受信側にシステムの状態を知らせると共に、その状態が要求する方
法で受信側を制御するデータ・ユニットで伝送される。図8によれば、データ・ユニット
の形式（８００）と制御コマンドの形式（８０２）が第1バイトの中で規定されている。
第2バイトと第3バイトの一部で、受信される次のデータ・パケットPDCU-PDUであるとみな
されるデータ・パケットの最初のRLCシーケンス番号（８０４）が伝送される。第3バイト
はまた制御コマンドのエンド領域（８０６）を有している。上述のものと若干異なる、こ
のMRWコマンドのもう一つのバージョンがある。そのバージョンは、一つのRLC-PDUがいく
つかのPDCP-PDUパケットについての情報を有することができるという事実に注目している
。しかしながら、両方の既知のMRWコマンドの制御機能は略同じである。
【００３６】
本発明によれば、RLC層上のデータ・パケット廃棄機能は、受信RLCが全ての廃棄されたデ
ータ・パケットを知るように改善される。従って、受信RLCは廃棄されたデータ・パケッ
トについての情報を受信PDCPに送信することができ、受信PDCPは、PDCP-PDUシーケンス番
号カウンタ値を、送信PDCPカウンタ値に等しくするように好ましくは調整する。送信RLC
が、廃棄されたデータ・パケットの数をMRWコマンドで伝え、更に、上記の方法で次に受
信されると思われるデータ・ユニットRLC-PDUを識別するように、受信RLCに全ての廃棄さ
れたデータ・パケットが知らされる。
【００３７】
本発明の好ましい実施例によれば、各廃棄されたデータ・パケットを別々にMRWコマンド
で伝えることによって、受信RLCに全ての廃棄されたデータ・パケットが知らされる。こ
のことは、本発明の好ましい実施例によるMRWコマンドを表す図9aに示されている。デー
タ・パケットの形式（９００）と制御コマンドの形式（９０２）は、第1バイトの中で、
従来技術のMRWコマンドに従って規定される。第2バイトは、廃棄されたデータ・パケット
の数を表すための領域（９０４）と、その後にあって各廃棄されたデータ・パケットを識
別する領域とを有している。この識別は、各廃棄されたデータ・パケットに関連づけられ
た12ビットすなわち1.5バイトのRLCシーケンス番号とMRWコマンドを関連づけることによ
って好ましくは行うことができる（９０６）。最後に、受信される次のデータ・ユニット
RLC-PDUと思われるRLCシーケンス番号が識別される（９０８）。最後のバイトもまた、制
御コマンドのエンド領域を有している（９１０）
このように、受信RLCは、既に廃棄されたデータ・パケットの数を示す領域（９０４）か
ら、どれだけのデータ・パケットが廃棄されたかをチェックすることができ、この情報は
、PDCP-PDUシーケンス番号カウンタ値を送信PDCPのカウンタ値に等しくなるように好まし
くは調整する受信PDCPに転送される。各データ・パケットを別々に識別することによって
、MRWコマンドは以下の利点を有する。すなわち、各廃棄されたデータ・パケットを、必
要ならば、例えば、再送としての新しいMRWコマンドまたは同じMRWコマンドが前のMRWコ
マンドの肯定応答の前に受信RLCに到着したときに、別々に識別できる。上記MRWコマンド
において、失われたデータ・パケットは、もちろん、そのMRWコマンドを、当のデータ・
パケットに関連づけられた全てのRLCシーケンス番号を関連づけることによって、識別す
ることができる。
【００３８】
上述の方法に代わる方法として、MRWコマンドで、廃棄されたデータ・パケットの数だけ
を知らせることによって、本発明の第2実施例に従って、受信RLCに全ての廃棄されたデー
タ・パケットを知らせる方法がある。このことは、本発明の第2実施例によるMRWコマンド
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を示す図9bに示されている。データ・パケットの形式（９２０）と制御コマンドの形式（
９２２）は、第1バイトの中で従来技術のMRWコマンドに従って規定される。第2バイトは
、廃棄されたデータ・パケットの数を表す領域（９２４）を有している。その領域のあと
で、次に受け取られると思われるデータ・ユニットのRLCシーケンス番号が識別される（
９２６）。更に、個別シーケンス番号が各MRWコマンドに対して規定される（９２８）。
最後のバイトは制御コマンドのエンド領域を含んでいる（９３０）。
【００３９】
本発明のこの実施例においては、各データ・パケットが別々に規定されないため、MRWコ
マンドは好ましくは短いままにされる。これに対して、複数の廃棄されたデータ・パケッ
トが同時に存在する状態は非常に稀にしか生じないので、第1実施例におけるMRWコマンド
の長さが著しく増加することは滅多にない。MRWコマンドの順序番号付けは、前のMRWコマ
ンドの肯定応答の前に再送としての新しいMRWコマンドまたは同じMRWコマンドが受信RLC
に到着するときに現れるであろう問題が起こらないようにする。
【００４０】
技術の進歩につれて本発明の基本概念を種々の方法で実現できることは当業者にとって明
らかである。従って、本発明とその実施例は前述された事例に制限されることがなく、請
求の範囲内において変更可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　GSM／GPRSシステムの構成のブロック図を示す図である。
【図２】　UMTSシステムの構成のブロック図を示す図である。
【図３ａ】　UMTSシステムとGPRSシステムのプロトコル・スタックを示す図である。
【図３ｂ】　UMTSシステムとGPRSシステムのプロトコル・スタックを示す図である。
【図４】　UMTSシステムからGPRSシステムへの従来技術のハンドオーバ処理のシグナリン
グ図を示す図である。
【図５】　PDCPデータ伝送における信頼性の高いデータ伝送とデータ・パケットの肯定応
答のシグナリング図を示す図である。
【図６】　PDCP層の機能モデルのブロック図を示す図である。
【図７】　本発明のデータ・パケット番号付けを用いた信頼性の高いデータ伝送と、PDCP
データ伝送におけるデータ・パケットの肯定応答のシグナリング図を示す図である。
【図８】　従来技術のデータ・パケット廃棄の表示メッセージを示す図である。
【図９ａ】　本発明によるデータ・パケット廃棄の表示メッセージを示す図である。
【図９ｂ】　本発明によるデータ・パケット廃棄の表示メッセージを示す図である。
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